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「アサヒグループの BMS マーケティングポリシーの実践に関する 2025年年次報告書」発行について 

 

アサヒグループは、世界保健機関（WHO）の「母乳代替品（BMS）の販売に関する国際マーケティ

ングコード」や世界保健総会（WHA）の乳幼児の食事についての決定事項の考えを十分に理解し重要

性を認識し、乳幼児の健やかな成長に貢献するという想いを実現するための活動を行っています。 

本活動は、事業を通じた「Asahi Group Philosophy（AGP）」の実践のひとつだと認識しています。 

 

本報告書は、アサヒグループの BMS マーケティングポリシーを定めた「乳児用調製粉乳の販売につ

いて」（現在の名称は「アサヒグループ母乳代替品（Breast-Milk Substitutes; BMS）のマーケティング

に関するポリシーおよび手順」（以下BMSマーケティングポリシーと呼ぶ <BMSマーケティングポリシ

ーへのリンク>）に関する実践状況についてまとめたものです。報告書には自主的な点検、内部監査、

第三者審査機関による外部検証を含む社内外からの当社 BMS マーケティングポリシーに関連した不遵

守およびそれらに対する是正報告が含まれ、アサヒグループの CEO を含む取締役が参加する取締役会

（※）に提出されます。 

 

改訂した BMS マーケティングポリシーとともに、本報告書を社外に公表することにより、活動の透

明性を高め、さらに当社の有する BMS マーケティングに関する責任を示すことにつながると認識して

います。 

 

※ アサヒグループホールディングスのガバナンス体制についての説明 

 

 

2026年 8 月 

アサヒグループホールディングス CCAO（Group Chief Corporate Affairs Officer） 

 Drahomira Mandikova. ドラホミラ・マンディコヴァ 

  

 

 

 

  

https://www.asahigroup-holdings.com/pdf/sustainability/health/bms_marketing_policy.pdf
https://www.asahigroup-holdings.com/pdf/sustainability/health/bms_marketing_policy.pdf
https://www.asahigroup-holdings.com/company/governance/policy.html
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本報告書について 

 

アサヒグループでは、2024 年から当社が定めた BMS マーケティングポリシーの遵守状況に関する年

次報告書を発行することといたしました。 

私たちは、自らの BMS に関する事業活動のモニタリングや内部監査に加え、独立した外部監査機関

からの評価に基づいて、BMSに関するマーケティングの分野における、私たちの取組みを継続的に改善

し、進捗状況について透明性をもって報告するよう努めます。 

私たちは、今後も自らの取組みを監視し、見直し、それを報告していきます。 

2025年の活動について国際規格審査認証資格を有する外部の第三者機関による検証を行いました。そ

の対象には本社の活動と、当社が商品を販売している高リスク国＊1 か国が含まれます。 

これまで実施していたアサヒグループの監査部門による監査に加えて、当社から独立した監査機関の

検証により、日常の活動が機能しているか、何を改善すべきかについて、貴重な示唆を得ることができ

ました。 

 ＊高リスク国の定義 

■5歳未満の死亡率が 1000 人当たり 10人以上、または、 

■5歳未満児の急性栄養失調（中等度および重度の消耗性）が 2％以上 

 

2025年の主な取組みと結果 

  

１．BMSマーケティングポリシーの改訂について 

アサヒグループは、母乳育児を奨励するため、たとえ現地の法律で許可されている場合でも乳幼児の

健康が危険にさらされていると捉える上述の高リスク国においては生後12か月未満向けの母乳代替製品

については広告・宣伝を行わないことを、日本国内に主な拠点を有する企業としては最初に 2017 年に

「乳児用調製粉乳の販売について」において宣言をしました。 

2024 年 8 月にアサヒグループの責任ある BMS マーケティングポリシーと手順を定め「アサヒグルー

プ母乳代替品（Breast-Milk Substitutes; BMS）のマーケティングに関するポリシーおよび手順」と内容

と名称も変更しました。これらによりこれまで以上に BMS マーケティングに対する私たちの姿勢を具

体的に示すことが出来たと考えています。   

 

２．事業における BMSマーケティング方針の位置づけ 

アサヒグループでは、BMS事業に関わる研究者からマーケティング、販売、流通に携わる社員、そし

て経営幹部に至るまで、すべての社員が、責任ある BMS マーケティングを行うための基準を守る責任

を負っています。 

アサヒグループは、BMSマーケティングポリシーの遵守と業務を通じた日々の実行に関する責任を負

っていることを認識しています。  

また、責任ある BMS 販売の重要性について社内の意識を高め、アサヒグループの行動規範に基づい

た、一貫性のある明確で透明性のある行動の実施に貢献します。 

今後も BMS マーケティングポリシーの遵守の重要性に焦点を当てた、社内モニタリングおよび定期
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的な監査、外部検証のプロセスにより、継続的な改善を行うことといたします。 

 

３．社内における情報共有 

（１）アサヒグループ経営陣との共有・討議 

アサヒグループの BMS マーケティングポリシーは、BMS に関連する業務全般に適用されており、ア

サヒグループのサステナビリティのトップマネジメント（Chief Corporate Affairs Officer（CCAO））に

よって監督されています。アサヒグループの経営層には取締役会において本報告書の内容を共有してい

ます。 

 

（２）社員への要請 

アサヒグループの BMS事業に関連する従業員は、関連業務に就く前にアサヒグループの BMS マーケ

ティングポリシーを遵守することを徹底しています。関連従業員は自社の BMS マーケティングポリシ

ーに従うことの重要性についてトレーニングを受けています。 

その結果、従業員は当社の BMS マーケティングポリシーを実践し、意識向上のための研修等を通じ、

事業における基本の考え方として当社のポリシーを実践することとしています。 

  

４．業界との連携・行政機関への考え方 

アサヒグループで BMS事業を行うアサヒグループ食品社は、現在 BMSに関連する以下の団体に所属

しています。それぞれの団体においては、独占禁止法に配慮しながら、当社と同じように WHO コード

を尊重し、母乳育児を支持した国内法に沿ったマーケティング活動に配慮しています。 

またアサヒグループでは既にBMSに関する国際的な行動要請（Call to Action）に回答している通り、

「母乳代替品のマーケティングに関する国際規準（WHO コード）」の法制化については、各国政府から

の協力要請に従い、支持することを約束しています。 

アサヒグループでは BMS に関するすべてのロビー活動の目的は公共の利益を支援することであると

同時に、会社の目的を達成することであることを認識しております。 

 

（１）アサヒグループが参加する BMS関連事業者業界団体 

現在は、日本国内の団体にのみ参加しています。 

-一般社団法人日本乳業協会  ＜https://www.nyukyou.jp/＞ 

-日本ベビーフード協議会   < https://www.baby-food.jp/ > 

 

（２）その他の NGO 等との関係 

BMSに関する業界団体に分類されませんが、2020年に私たちは国際的なBMSマーケティングコード

行動要請（Call to Action）を Meridian Institute より受領し、それに回答しています。その回答において

私たちは以下を表明しています。 

 

-各国行政によるWHO コードの法制化への支持 

-ATNI による当社 BMSコード遵守状況モニタリングへの協力 
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５．BMSマーケティングポリシー遵守状況の改善のための活動 

2025年の事業活動を対象に事業を行うすべての国を対象にした自主点検（モニタリング）を行いまし

た。また、それに加えて私たちの BMSマーケティングポリシーの実践に関して、1つの高リスク国を含

む国別に外部審査機関による検証を実施いたしました。また従前より実施している内部監査も継続して

います。 

   

（１） 自主点検（モニタリング）について 

アサヒグループで BMS 事業を行う、すべての国、部門を対象に自主点検を実施しました。自

主点検では各部門の業務と当社 BMS マーケティングポリシーとの一貫性および遵守状況につい

て点検をしています。 

（２） 内部監査について 

 BMS 事業とは独立したアサヒグループの監査部門による、内部監査を実施しました。内部監

査では上述の自主点検に加えて、WHO コードの尊重の実践を促進するための示唆も提示されま

した。 

（３） 外部検証について 

アサヒグループと独立した第三者審査機関（NKKKQA 社）により、アサヒグループ食品社本

社および高リスク国 1 か国を含む日本国外での当社の BMS マーケティング活動に関して、当社

BMSマーケティングポリシーおよび現地BMS関係法規との一貫性やそれを担保するための体制

についての検証を実施しました。この検証結果はアサヒグループホールディングスの WEB サイ

トにて公開しています。 

【参考】当社 BMS事業についての外部検証結果報告書 

対象：アサヒグループ食品本社の BMS関連業務及びカンボジアの BMS事業 

< 外部報告書リンク > 

 

（４） その他の活動について 

内部告発および社外からの申し立てについては、当社では複数の方法で受付しており、すべ

ての事案について事実関係を確認した上で対応することとしています。申し立ては、予め定め

られたプロセスに従って評価し、事実との立証、あるいは疑わしいとされた申し立てについて

は、上記の自主点検や内部監査、外部検証等と同様に是正対象としています 

アサヒグループに関する通常の報告ラインと異なる申し立ては、2024年 5月より Speak Upシ

ステムに統合され、BMS マーケティングポリシーの不遵守に関する申し立てが社内あるいは社

外からあった場合は通報者保護等に配慮のうえ、評価、調査に供されます。 

 

【参考】アサヒグループ Speak Upについて 

    Speak Up の説明サイト 

 

当社の BMS のマーケティング活動に関する透明性を高めるために、モニタリング、内部監査、

外部検証、およびその他の活動で発見された BMS マーケティングポリシーの不遵守が疑われた

https://www.asahibeer.co.jp/web-service/asahig-hd/speakup/index.psp.html
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事例について【別紙】にて社外に対して公表することといたしました。 

今後も継続して、進捗状況を報告することで、私たちの BMS 事業の取組みやその基盤とな

るポリシーを改善させる計画です。 

 

６．BMSマーケティングポリシー責任者によるレビュー 

アサヒグループでは 2017 年にアサヒグループの責任ある BMS マーケティングポリシーを定めた「乳

児用調製粉乳の販売について」の公表以降、2023年の活動に関する検証結果を鑑み、2024年に BMSマ

ーケティングポリシーを大幅に改訂し、それを当社の BMS 事業に関わる従業員のマーケティング活動

の基盤と位置づけ、それをもとに各部門および従業員の業務にて実践することを促進してきました。 

外部検証により、BMS事業に関する不遵守以外の示唆も得ることができました。それらの課題はグル

ープの BMS 事業に関わる社員だけでなく、販売に協力いただいている社外のステークホルダーとも協

力して取組むべき事項があると捉えております。BMSマーケティングポリシーの改訂を契機に、今後も

事業を通じた乳幼児の健やかな成長に貢献していきます。 

 

以上 
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【別紙】 

本紙について 

対象期間：2025 年 1月 1日から 12 月 31 日までの期間の活動について 

 

記載事項： 

アサヒグループの BMS事業活動に関連する以下の事項 

１． 自主点検（モニタリング）、アサヒグループの監査部門による内部監査、NKKKQA 社（当社から独立した監査機関）による外部検証に

て当社の BMS マーケティングポリシーあるいは関連する当該国の規程の不遵守、および Speak-up（クリーンライン通報制度）、その他

の経路で受領した社内、社外からの当社BMSマーケティングポリシーに関する不遵守に関するお申し出のうち調査の結果事実と認めら

れた事項 

２． 上記の活動の際に指摘された、BMS マーケティングポリシーに関する不遵守ではないが改善が必要とされた事項 

 

参照にした基準： 

・「アサヒグループ母乳代替品（Breast-Milk Substitutes; BMS）のマーケティングに関するポリシーおよび手順」 

・WHO コード、WHA 決議に関連するアサヒグループが BMS 事業を行う各国の BMS マーケティングや商品に関連する法律、規則 

 

概要： 

・上記の監査等での不遵守および不遵守ではないが改善が必要とされた事項について、調査の結果事実と判明あるいは事実であると疑われ

る事例は 2 件ありました。 

・１件は当社 BMSマーケティングポリシーに対する不遵守として、早期に是正する計画を作成して監査主体に報告しております。 

・残りの１件については、当社 BMS マーケティングポリシー不遵守に該当しない事項ですが、改善の方向性を定めております。 

・BMS マーケティングポリシーの不遵守とされた 1 件は本社の活動や仕組みに関することであり、残り１件はカンボジアの広告に関する改
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善を求める事項が挙げられました。 
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１．アサヒグループの BMS 事業に関連する BMSマーケティングポリシー不遵守と認められた事項一覧 

 

指摘経緯の分類 

※M=モニタリング（自主点検）,IA＝Internal Audit（内部監査）,Ex=External Verification（第三者機関による外部検証）,SP＝Speak Up（クリーンライン制度経

由）,Ot=Others（お客様相談室、営業経由での申し出、NGO からの申し出 等） 

 

No. メガプロセス メジャープロセス 指摘内容 関連する

BMS 

WHO コ

ード 

対象国 指摘経

緯※ 

是正措置 是正完了時期 

1 ガバナンス 情報伝達 

日本国内の BMS マーケティングポリ

シーに関連する活動方針は研修資料

として整理されているが、内容の更

新タイミングや記載ルールが不明

確。 

- 日本 IA 
研修資料の更新ルール・仕組みを明確化し、

社内文書で関係部署に情報を共有した。 
完了済み 

 

２．アサヒグループの BMS 事業に関連する BMSマーケティングポリシーに関する不遵守ではないが改善が必要とされた事項一覧 

指摘経緯の分類 

※M=モニタリング（自主点検）,IA＝Internal Audit（内部監査）,Ex=External Verification（第三者機関による外部検証）,SP＝Speak Up（クリーンライン制度経

由）,Ot=Others（お客様相談室、営業経由での申し出、NGO からの申し出 等） 

No. メガプロセス メジャープロセス 指摘内容 対象国 指 摘

経 緯

※ 

改善の方向性 

1 
コンプライア

ンス 
広告 

カンボジアにおいて、広告物の掲示位置および商

品陳列方法に改善の余地が認められた。36 か月以

上対象商品の広告が掲示されている一方で、カン

ボジア法規で広告規制対象（24 か月以内）の商品

が同一棚に併設されており、消費者が広告対象を

誤認する可能性がある。 

カンボジア Ex 
消費者が広告対象を誤認する可能性を回避するため、該当店舗に広告物の撤

去・差し替えを実施する。 
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以上 


